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第１章　総　　則

（目　的）
第1	条　本校は、教育基本法、学校教育法、その他教

育に関する法令に則り、高等学校における普通教
育を施すことを目的とする。

（名称、課程等）
第2	条　本校の名称、課程、学科、男女共学の別、生

徒定員は次のとおりとする。	
　　名　　　　称　　青森県立五所川原高等学校
　　課　　　　程　　全日制の課程、定時制の課程
　　学　　　　科　　全日制の課程　普通科、	理数科
　　　　　　　　　　定時制の課程　普通科
　　男女共学の別　　男女共学
　　生 徒 定 員
　　　	青森県教育委員会（以下教育委員会という。）

の定めるところによる。
（修業年限）
第３条　本校の修業年限は次のとおりとする。
　　　　　全日制の課程　　３年
　　　　　定時制の課程　　	３年以上。ただし、本校

での在籍は休学期間を含
み６年以内とする。

	（通学区域）
第４	条　本校の通学区域は、教育委員会が定めるとこ

ろによる。	

第２章　学年、学期及び休業日

（学年及び学期）
第５	条　学年（年次）は、４月1日に始まり、翌年３

月31日に終わる。	
　2	　全日制の課程は、学年を分けて次の３学期とす

る。
　　　　第1学期　　４月1日から７月31日まで
　　　　第2学期　　８月1日から12月31日まで
　　　　第３学期　　1月1日から３月31日まで
　３	　定時制の課程は、年次を分けて次の2学期とす

る。
　　　　前　期　　　４月1日から９月30日まで
　　　　後　期　　　10月1日から３月31日まで

	（休業日）	
第６条　休業日は次のとおりとする。
　　⑴　国民の祝日に関する法律に規定する休日
　　⑵　日曜日及び土曜日
　　⑶　開校記念日　　
　　⑷　学年始休業日　　
　　⑸　夏季休業日　　
　　⑹　冬季休業日　　
　　⑺　学年末休業日　　
　2	　校長は、教育上必要があると認める場合におい

ては、あらかじめ教育委員会に届け出て、前項第
５号及び第６号の休業日について、別の定めをす
ることができる。	

　３	　第1項に定めるもののほか、校長は、教育上必
要があり、かつ、止むを得ない事由があると認め
る場合においては、あらかじめ教育委員会に届け
出て、授業日を休業日とし、又は休業日を授業日
とすることができる。

（臨時休業）
第７	条　校長は、非常変災その他急迫の事情があると

きは、臨時に授業を行わないことができる。この
場合においては、校長は次の事項を直ちに教育委
員会に報告しなければならない。

　　⑴　授業を行わない期間
　　⑵　非常変災その他急迫の事情の概要
　　⑶　その他校長が必要と認める事項

第３章　（省略）

第４章　学習の評価、�単位及び卒業の認定等

（学習の評価）	
第10	条　学習の評価については、学習指導要領に示さ

れている各教科・科目の目標及び総合的な探究の
時間のねらいを基準として校長が定める。

（履修の認定）
第11	条　各科目の単位数× 35時間に対して2分の1
以上の出席が認められる場合、	その科目を履修し
たことを認定することができる。

（単位の認定）
第12	条　校長は、生徒が学校の定める指導計画に従っ

　青森県立五所川原高等学校 学則（抄）　
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て各教科・科目を履修し、その成果が各教科・科
目の目標から見て満足できると評価された場合、
学年末において当該教科・科目について所定の単
位を修得したことを認定する。この場合の要件は
別に定める。	

（原級留置）
第13	条　校長は、別に定める要件を満たさない者、そ
の他進級させることが教育上不適当と認める者に
ついては、これを原級に留め置くことができる。

（卒業の認定及び卒業証書の授与）
第14	条　校長は、生徒が学校で定めた卒業までに履修
させる各教科・科目及び特別活動を履修し、並び
に卒業までに行うべき総合的な探究の時間におけ
る学習活動を行い、それらの成果が満足できるも
のと認められる場合は、卒業を認定する。この場
合の要件は別に定める。

　2	　校長は、卒業を認定した者に対し、卒業証書を
授与する。

第５章　入学、�休学、�留学、�転学及び退学

（入　学）
第15	条　本校に入学できる者は、中学校若しくはこれ
に準ずる学校を卒業した者、又は文部科学大臣の
定めるところにより、これと同等以上の学力があ
ると認められた者とする。

　2	　入学者の選抜については、教育委員会の定める
ところによる。	

　３　入学は、	校長が許可する。
　４	　第1学年の途中又は第2学年以上に入学を許可

される者は、相当年齢に達し、当該学年に在学す
る者と同等以上の学力があると認められた者とす
る。

（入学手続き）
第16	条　入学を許可された者の保護者は、在学保証書
に、入学を許可された者の住民票の写しを添えて、
速やかに校長に提出しなければならない。

（保護者）
第17	条　保護者は、次の各号の一に該当する者で、学
校に対して生徒に関するいっさいの責任を負うこ
とができる者でなければならない。

　⑴　父母、兄、姉、未成年後見人、又は縁故者
　⑵　成年者で独立の生計を営む者

　2	　保護者は、転居又は氏名変更した場合には、速
やかに校長に届け出なければならない。

　３	　校長は、保護者が、第1項に定める要件を欠い
たときその他適当でないと認められたとき、これ
を変更させることができる。

　４	　保護者が死亡したとき又は前項の規定により校
長が保護者を変更させたときは、改めて在学保証
書を提出しなければならない。	

（転学、転籍及び退学）
第18	条　転学、転籍又は退学をしようとする者は、保
護者連署の上その事由を具し、校長に願い出てそ
の許可を受けなければならない。

　2	　前項によって退学した者が、2年以内に再入学
を願い出たときは、校長は、退学時の学年以下の
学年に入学を許可することができる。

第19	条　他校へ転学をしようとする者があるときは、
校長は、その事由を具し、生徒の在学証明書その
他必要な書類を転学先の校長に送付するものとす
る。

　2	　転学先の校長が、転学を許可した場合は、その
生徒の従前在学していた学校の校長にその旨を通
知する。

　３	　校長は、全日制の課程及び定時制の課程相互の
転籍について、修得した単位数、その他必要事項
を調査し適当と認めた場合、相当学年への転籍を
許可することができる。

（休学）
第20	条　病気その他やむを得ない事由のため休学をし
ようとする者は、	保護者とともにその事由及び期
間を具し、医師の診断書等その事由を証する書類
を添えて、校長に願い出てその許可を受けなけれ
ばならない。

　2	　休学の期間は、３箇月以上1年以内とする。た
だし、校長が必要と認めるときは、その期間を延
長することができる。

　３	　休学の許可を受けた後３箇月に達する前までに
休学の事由がなくなったと認められるときは、校
長は、当該休学の許可を取り消すものとする。

　４	　校長は、前項の復学の事情を適当と認めたとき
は、復学を許可する。

（留学）
第21	条　校長は、教育上有益と認めるときは、生徒が
外国の高等学校に留学することを許可することが
できる。なお、この場合の要件は別に定める。
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第６章　授業料及び入学料

（授業料及び入学料）
第22	条　授業料及び入学料の額並びに納付方法につい
ては、青森県立高等学校授業料、受講料、入学料
及び入学者選抜手数料徴収条例の定めるところに
よる。

（授業料滞納者に対する処分）
第23	条　校長は、授業料の滞納が納期限経過後2箇月
に及んだ生徒に対し、退学を命ずることができる。

（授業料及び入学料の免除）
第24	条　授業料及び入学料の免除は、青森県立高等学
校授業料、受講料及び入学料の免除に関する規程
の定めるところによる。

第７章　賞　　　罰

（表　彰）
第25	条　校長は、学業、人物その他について優秀な生
徒を表彰することができる。

（懲　戒）
第26	条　校長及び教員は、青森県立学校学則の定める
ところにより、教育上必要があると認めるときは、
生徒に懲戒を加えることができる。

第８章　雑　　　則

第27	条　この規則の施行に関し必要な事項は、校長が
定める。



－ 22－

　未来社会を担う若者に託された使命の重大さを自覚
し、法や道徳をよく守り、礼儀を重んじ、自立と公共
の精神を培って、創造的で感性豊かな人間形成に努め
よう。

登校・下校

1	　８時20分までに登校し、19時40分までには全員下
校する。また、休日出校した場合は、16時までに下
校する。部活動等で特別に時間外練習等をする時は、
許可願を提出する。
2	　欠席・遅刻する時は、指定された方法で、保護者
より連絡すること。病気で欠席が1週間以上にわた
る時は、医師の診断書等を添えなければならないこ
ともある。
３	　交通規則や交通道徳をよく守り、事故の防止に努
める。
　⑴	　自転車通学者は、ステッカーを貼付し登録され

た自転車を使用する。整備不良や改造した自転車
は使用しない。交通ルールやマナーを遵守する。

　⑵	　列車・バス利用者は、不正乗車したり、一般乗
客に迷惑をかけたりしない。

　⑶	　バイク、自動車、特定原動機付自転車（電動
キックボード等）を運転し、登下校することを禁
止する。

校 内 生 活

1	　職員・来客に対しては、挨拶をし、礼を失わない。
2　始業のチャイム前に授業の出来る態勢をつくる。
３	　遅刻・早退・外出の際は所定の用紙により届け出
る。
４	　所持品には学年・氏名を明記する。紛失物、拾得
物は直ちに届け出る。
５	　掲示・陳列・配布・販売・金品の募集・アンケー
ト調査等をする時は事前に願い出る。
６	　校舎・校具を破損または紛失したときは直ちに届
け出る。
７　火気使用の際は事前に願い出る。
８　合宿は規程に従って実施する。
９	　必要以上の金銭・娯楽雑誌等無用のものを持参し

ない。
10　定められた時間・場所以外では飲食をしない。
11	　携帯電話の使用に関しては、校舎内は電源を切る。
使用は、放課後校舎外とする。

校 外 生 活

1	　外出の際は、行先・用件・帰宅予定時刻を家人に
告げる。
2　外泊は必ず保護者の承認を得る。
３	　高校生の立ち入りが禁止されている場所へ出入り
しない。
４	　アルバイトは原則として行うことができない。家
計の都合等特別の事情がある者は、ＨＲＴに相談し、
所定の様式により願い出て許可を受ける。
５	　バイク・自動車の運転はしない。特別な場合の運
転免許取得については別に規程を定める。
６　旅行・キャンプ・登山等は事前に届け出る。
７	　校外の集会・行事等に参加する際は、必ず保護者
の承諾を得る。なお、次に該当する集会・行事等へ
は参加しない。
　⑴	　違法なもの、暴力的なもの、若しくはそのよう

なおそれが高いもの。
　⑵　学校教育活動に支障が予想されるもの。
８	　下宿する場合は、下宿規程にしたがい、速やかに
届け出る。	

服 装 容 儀

　服装容儀は人格・品位と校風の表現であることを自
覚し、常に清潔・端正・質素であるよう心がけ、立ち
ふるまいにも配慮する。
1	　登校・下校の際は、制服を着用する。休日の部活
動における登下校時の服装については、本校指定の
体育着、又は、各部のチーム・ジャージでも良い。
但し、特別な事情がある場合はその限りではない。
2	　原則として夏服は６月1日より９月30日までとす
る。
３　本校の服装の基準は次のとおりである。
　⑴　男子服装
　　①	　上衣は黒色普通詰襟学生服、ズボンは上衣と

　生　　徒　　心　　得　
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同色の普通型とする。
　　②	　夏季には上衣をとり、白Ｙシャツまたは白開

襟シャツを着用し、ポケットの上部に校章（ア
イロンプリント）をつける。

　　③	　コート類は華美にならないものとし、制服の
上に着用すること。

　⑵　女子服装
　　①	　上衣は黒カシミヤの本校指定のセーラー服、

スカートも上衣と同質同色のものとする。
　　②	　夏季には上衣を淡いグレーの本校指定のもの

とし、長袖・半袖両方を用意する方が望ましい。
スカートは夏用・冬用どちらでも着用可とする。

　　③	　コート類は華美にならないものとし、制服の
上に着用すること。

　　④	　制服内に着用する場合は、無地のものとす
る。	

　　⑤　髪を結うゴムは華美でないものとする。

４	　運動靴は屋内用・屋外用の2足を準備する。屋内
用は学年別学校指定のものとする。
５	　鞄は学生鞄、リュックサック、スポーツバッグを
原則とする。
６　異装するときは事前に願い出て許可を受ける。
７　その他服装容儀図のとおりとする。

そ　の　他

1　身分証明書は、常に携帯する。
2	　危険物の所持や危険行為、暴力的行為はしない。
また、公共の施設・設備等を汚したり破損したりし
ない。
３	　男女交際においては、礼儀正しく、高校生として
の節度を失わない。
４	　その他、保護者・家庭と話合いを密にし、万一事
故・災害等にあった時は、直ちに届け出る。

服装容儀図（男子） 服装容儀図（女子）

耳の下に達するもみ
上げ、耳がかくれる
ほどの横髪、襟をお
おう長髪の禁止

パーマ、毛染め、眉毛
を超えるほどの長い前
髪の髪型禁止

パーマ、毛染め、
カール、髪飾り
の禁止

前髪は目にかからな
いように整える。

肩をこえる長い髪は結う
下着類が襟元から
できるだけのぞか
ない

規定のバッジ

所定の長さの
ネクタイ

上衣の丈は
ウエストから
８㎝

スカートの丈は膝
頭の中心を基準と
する。（上限は膝頭
の上部とする）

冬は黒のストッキング
（黒ソックス重ねばき可）

夏は白・黒・紺色の
ソックス

※流行を追った華美なヘアスタイルは禁止とする。
　（過度なツーブロック、過度なアシンメトリー等）

規定のボタン
をつける

ワタリ幅
極端に細いもの
太いものは不適当

ヒザ幅
スソ幅と同程度の
ストレート型が標準

スソ幅
20～24㎝が標準

袖口ボタン
２個が標準

通学靴は黒・茶
系統の短革靴ま
たは華美になら
ないズック靴。
冬季は夏季に準
ずる防寒靴。

通学靴は黒・茶系統の
短革靴または華美にな
らないズック靴。
冬季は夏季に準ずる防
寒靴。

規定のバッジ
（左襟端より2.5㎝の位置）

マニキュア禁止

化粧をしない
（眉、ピアス等）
色つきリップクリーム
の禁止
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第１章　総　　則

第1	条　この規程は、学校教育法施行規則第26条（懲
戒）及び本校（青森県立五所川原高等学校）学則
第26条に基づき定める。

第2	条　懲戒の退学、停学及び訓告は、校長がこれを
行う。

第３	条　懲戒は、生徒指導委員会で原案を立案し、職
員会議での審議を経て、校長がこれを決定する。
生徒指導委員会の構成は、生徒指導主事及び生徒
指導部専任教員、各学年主任、当該ＨＲ担任、当
該学年生徒指導担当教員とする。

第４	条　懲戒の申し渡しは、保護者又は保護者に準ず
る者の立ち会いのもとで、校長がこれを行う。そ
の際、教頭、生徒指導主事、当該学年主任及びＨ
Ｒ担任が立ち会うものとする。

第５	条　退学は本校生徒としての身分を失わせるもの
である。

第６	条　停学は、自宅謹慎による指導あるいは必要に
応じて登校指導とし、行為を反省させるものとす
る。期間中には、反省文・日誌・学習課題に取り
組み、それらをＨＲ担任、当該学年主任、生徒指
導主事、教頭を経て校長に提出しなければならな
い。

第７	条　訓告は申し渡し後、反省文を担任、当該学年
主任、	生徒指導主事、教頭を経て校長に提出しな
ければならない。

第８	条　停学及び訓告を受けた者は、当該年度中、生
徒会役員となることができない。

第９	条　停学中に各種試験がある場合は、原則受験さ
せるものとする。その際、他の生徒との接触がな
いよう配慮しなければならない。

第10	条　停学は原則として指導を開始した日を起算日
とする。ただし、指導の開始状況等により、生徒
指導委員会の具申によって起算日を定めることが
できる。

第２章　懲戒対象

第11条　次の行為をした者は、懲戒の対象とする。
　1　学校の秩序を乱した者
　2	　校具施設、公共物又は他人の器物を故意に破損

した者
　３	　他人の金品を盗んだ者（万引き・窃盗・占有離

脱物横領）
　４	　他人に暴行、	傷害、	脅迫、	金銭強要等の行為を

した者
　５　いじめ、誹謗中傷、ストーカー行為をした者
　６	　飲酒・喫煙をした者、又は酒・煙草を所持した

者、又は飲酒・喫煙の場に同席した者
　７	　薬物を乱用した者又は薬物を乱用したと認めら

れる（医薬品の過剰摂取）者
　８	　パチンコ、風俗営業店等立ち入り禁止場所へ出

入りした者
　９　家出、無断外泊、深夜徘徊をした者
　10	　欠席、遅刻、早退が著しく、その理由が正当で
ない者

　11	　道路交通法及び本校のバイク・自動車の運転免
許取得に関する規程に違反した者

　12　列車、	バス等への不正乗車をした者
　13　無許可でアルバイトをした者
　14　考査中に不正行為をした者
　15	　インターネット上への不適切な書き込みや画像
等のアップロードをした者

　16	　男女間の風紀を乱し、	高校生としての品位を損
う行為をした者

　17	　その他法令及び高校生としての本分に反する行
為をした者

第３章　懲戒の加重、延長

第12	条　第2章に該当する行為が2つ以上に該当する
場合は、より重大な行為のみを懲戒の対象とし、	
それ以外の行為を加重しない。

第13	条　停学中における謹慎状況、反省状況が極めて
不良で改善の見込みが見られないときは、生徒指
導委員会及び職員会議での審議を経て期間を延長
することができる。

第４章　指導手続き

第14	条　懲戒を要する行為が発覚した場合の指導手順
については、「事故・非行発生時の指導手順」で
別に定める。

付則　本規程は平成23年４月1日よりこれを施行する。
　　	　本規程は平成28年４月1日　一部を改定し、	同
日から施行する。

　懲　　戒　　規　　程　
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1	　年間を通して又は一定期間、通学困難な生徒、や
むを得ない事情がある生徒は、下宿をすることが出
来る。
2	　下宿をしようとする生徒は事前に学校所定用紙
（願）に必要事項を記入し、保護者連署の上、担任
を経て学校長に出願すること。
　	　この場合、その理由及び諸条件が妥当であると認
められた時、学校長がこれを許可する。
３	　下宿生は宿主及び同居者に迷惑をかけぬよう、礼
儀を守り、指示に従うこと。
４	　下宿生は清潔整頓、	健康保持等によく留意し生活
計画を立て勉学に励むこと。
５	　下宿生は常に保護者・宿主・教師の指導をうけ、
高校生としてあるまじき行為は絶対にさけること。

　受験者は、下記の事項をよく守り、不正行為を絶対
に行ってはならない。	
1	　筆記用具以外の所持品（書籍、ノート類、ペン
ケースなど）は鞄の中、ロッカー等に入れておくこ
と。机の中には物品を入れない。
2　不正行為の疑いを招く物品は所持してはならない。
３　筆記には鉛筆またはシャープペンシルを使用する。
４　下敷き類は使用しない。
５	　物品の貸借は禁止する。ただし止むを得ない場合
は監督者の許可を得て行うこと。
６	　計算用紙や雑用紙を使用してはならない。計算等
の必要がある場合は、問題用紙や答案の余白等を使
用すること。
７	　監督者の許可を得なければ、考査場を出ることは
できない。
８	　考査場内は勿論、場外においても静粛にすること。
科や学年により考査終了時間が異なる場合は特に努
めること。
９	　考査開始のチャイムが鳴った後に、固有番号・名
前を記入すること。
10	　考査時間が終わったら、ただちに筆記用具を置き
答案を提出すること。

11	　考査を受けた者は、その成績のいかんにかかわら
ず、ＨＲ、氏名等を明記の上、答案を必ず提出しな
ければならない。

○	諸願、届出等はすべて担任、顧問又は関係教師を経
て届け出ること。

　下宿規程　 　願、届出事項　

　定期考査受験心得　

願・届出事項 主管（経由） 備考

欠 席・ 忌 引

保 護 者 変 更

本 籍 現 住 所 変 更

氏 名 変 更

生徒に起こった事故

退・転入・休復学

出 欠・ 特 別 扱

欠課・早退・外出

異 装

旅行・キャンプ・その他

下 宿

時 間 外 練 習

合 宿

時 間 外 火 気 使 用

身分証明書の再交付

みちしるべの再交付

通 学 証 明 書

在 学 証 明 書

学割（101 キロ以上）

自 動 車 学 校 入 校

担 任

教 務 部

〃

〃

生 徒 指 導 部

教 務 部

（係、顧問）→教務部

担 任

担任→生徒指導部

担任→生徒指導部

担任→生徒指導部

（係、顧問）→生徒指導部

〃

（係、顧問）→事務部

担任→生徒指導部

教 務 部

事 務 部

〃

担任→生徒指導部
又は進路指導部
→教頭→事務部

担任→生徒指導部

所定用紙

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

実 費

〃

所定用紙

〃

〃

〃
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１　バイクの運転免許証取得について
　⑴	　家事・家業の手伝いのために、どうしてもバイ

ク運転が必要な生徒は、事前に保護者を通して学
校にバイク運転免許証取得許可願を出すこと。

　⑵	　学校長が許可した時は許可証を交付する。但し、
取得できる免許は原動機付自転車免許のみとし、
バイク通学は認めない。

　⑶	　生徒は免許証を取得した時、直ちに所定の免許
登録書を提出すること。

　⑷	　生徒はバイク運転をする時、関連するすべての
法令を厳守すること。

２　自動車の運転免許証取得について
　⑴	　自動車の運転免許証取得は進路の決定した３年

生に限って2学期終業式翌日から認める。但し、
就職希望生徒に限り、内定の有無に関わらず、第
３回定期考査（2学期中間考査）終了後から認め
る。希望生徒は事前に自動車学校入校許可願を生
徒指導部に提出すること。

　⑵　学校長が許可した時は許可証を交付する。
　⑶　生徒は免許証を取得した時、	直ちに届け出る。
　⑷	　取得した免許証は、卒業式の日まで保護者が管

理すること。
　⑸	　３月31日までは高校へ在籍しているため、運転

は４月1日以降とすること。

バイク・自動車の　　　　　　
　　運転免許証取得に関する規程　



－ 27－

第１章　総　　則

第1	条　本会は青森県立五所川原高等学校生徒会と称
する。

第2	条　本会は学校生活における生徒の自主的活動に
より教養の向上、体位の向上、会員相互の親睦、
校風の樹立刷新を目的とする。

第３	条　本会の会員はすべて会の活動に関する討議、
批判の自由は認めるが、その決定事項に対しては
誠実に履行する義務を負う。

第４	条　本会の活動は校長の承認しない事項にわたっ
てはならない。また本会の円滑な運営と健全な発
展を期するため、関係教師の適切な指導と助言を
仰ぐものとする。

第２章　会　　議

第５	条　各会議はすべて３分の2以上の出席を要す
る。	

第６	条　議決は特に本会則に定めていない場合は、	出
席者の過半数の賛成を要する。ただし、賛否同数
の場合は、議長の決するところによる。

第７	条　各機関は会議、活動のために本会則に反しな
いかぎり、規約を設けることができる。

第３章　組　　織

　　（第１節　総　　則）
第８	条　本会は本校全日制の課程の生徒をもって組織

する。
第９	条　本会の目的達成のため、	各部署に顧問として

教職員を置く。
第10条　本会に次の役員を置く。
　　	会長1名、副会長2名、応援団長1名、常任委員

長９名
第11	条　役員の任期は10月から翌年９月までとする。
ただし、10月は合同活動期間とし、この期間の権
限・責任は新役員が持つこととする。

第12	条　役員、理事、選挙管理委員は互いに兼任でき
ない。ただし、応援団長は応援委員長を兼ねるこ
とができる。他の委員については原則として兼任
できないが、理事会の承認を得たものはこのかぎ
りでない。	またＨＲの係との兼任は妨げない。

第13条　会長の任務は次のとおりとする。
⑴ 本会の総理者となる。
⑵ 生徒総会、役員会を招集する。

⑶ 役員会の議長となる。
第14	条　副会長は会長を補佐し、会長不在の時は代行
する。

第15	条　常任委員長は各委員会を掌握指導し、スケ
ジュールの施行責任者となる。

第16	条　本会に生徒総会、理事会、役員会、総務局、
委員会、応援団およびＨＲの各機関を置く。

　　（第２節　生徒総会）
第17条　生徒総会は本会の最高議決機関である。
第18	条　生徒総会を分けて定例総会、臨時総会とし、
会長がこれを招集する。

第19条　定例総会は1任期1回とする。
第20条　臨時総会は次の場合開かれる。

⑴ 全会員の３分の1以上の要求があったとき
⑵ 役員会、	理事会が必要と認めたとき

第21	条　総会において議案修正の動議、その他の動議
を議題とするときは、10名以上の賛成者を要する。
ただし予算の修正動議に関してはこの限りでない。

第22	条　予算の修正の動議を議題とするとき、または
前条において予算の増額を伴うものは、20名以上
の賛成者を要する。

第23	条　生徒総会の期日は1週間以前、議題は３日以
前に会員に提示しなければならない。臨時総会に
あっては、緊急の場合はこのかぎりでない。

第24条　生徒総会は次の事項を取扱う。
⑴ 会則改正の承認
⑵ 会計予算・決算の承認
⑶ その他特に会員の利害に関係ある事項

　　（第３節　理 事 会）
第25	条　理事会は生徒総会に次ぐ議決機関である。た
だし同一案件について総会が開かれる場合は、議
決を要しない。

第26条　理事の任期は４月から翌年の３月までとする。
第27	条　理事は各ＨＲから1名選出し、互選により議
長、副議長、書記を決定する。

第28条　理事会は、議長がこれを招集する。
第29	条　理事が会議に出席できない場合は、当該ＨＲ
から代表理事を出さなければならない。

第30	条　役員は理事会に出席しなければならないが、
表決権はないものとする。

第31	条　理事会の期日、議案はこれが開かれる３日以
前に議長が各理事に伝えるものとする。

第32条　理事会は次の場合が開かれる。
⑴ 役員会の要求があったとき

　生　徒　会　会　則　
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　　⑵　理事の３分の1以上の要求があったとき
第33条　理事会の権限は次のとおりとする。
　　⑴　会計予算の審議
　　⑵　決算報告の審議
　　⑶　会費改正の承認
　　⑷　常任委員長の承認
　　⑸　総会の議長団の選出および議案の作成
　　⑹　部および同好会の新設廃止の決定
　　⑺　その他生徒会の執行する事項の審議
第34	条　理事は理事会で決議すべき議案について理事
会に提出することができる。ただし、予算につい
てはこの限りではない。提出された議案について
は議長が理事会にはかり、５名以上の賛成者が
あった場合、これを議案とする。

第35	条　理事は自分の関係している部、その他業務に
直接利害関係のある事項については、議決に参与
することはできない。ただし、理事会の同意があ
る場合はこの限りではない。

第36	条　議長の不信任は全理事の３分の2の賛成を必
要とする。

　　（第４節　役 員 会）
第37	条　役員会は本会の執行機関であり、役員をもっ
て構成する。

第38条　役員会の任務は次のとおりとする。
　　⑴　予算案の作成
　　⑵　行事計画案の作成
　　⑶　財政上の種々の事項処理
　　⑷　各ＨＲとの連絡
第39	条　役員会は理事会の決定に1回の拒否権を持つ
が、理事会が３日以内に再び該当事項を可決すれ
ば、それに従わなければならない。

第40	条　役員は委員会に出席できる。また委員会から
要請があれば出席しなければならない。

　　（第５節　総 務 局）
第41	条　総務局は、役員会の補佐的な役割を任務する
機関であり、会員の任意により総務局員になるこ
とができる。ただし会長の承認を必要とする。

第42	条　総務局は役員会の要請に従い、様々な任務に
携わることができる。

第43	条　総務局員は会長の要請があれば役員会に出席
しなければならない。

　　（第６節　Ｈ Ｒ 会）
第44	条　各ＨＲに委員長1名、副委員長1～2名、書
記1～2名、会計1～2名、その他必要な係を置
く。ＨＲ議長の選出は各ＨＲに一任する。

第45	条　各ＨＲは理事会、役員会、委員会の協議決定

事項について報告を受け、また付託された問題を
討議する。

第46	条　各ＨＲはその他必要と認めた議題を討議決定
し全体の決定に反しないかぎり、自主的行動をと
ることができる。

第４章　事　　業

　　（第１節　委 員 会）
第47条　選挙管理委員会は常任委員会に属さない。
第48条　常任委員会は次のとおり設ける。	
　　⑴　庶務・ボランティア委員会
　　　	ボランティア活動の企画・運営ならびに生徒会

活動・放送活動の補佐
　　⑵　風紀委員会
　　　安全で規律正しい学校生活の確立に関する活動
　　⑶　環境保健委員会
　　　保健、	環境美化に関する活動
　　⑷　編集委員会
　　　新聞及び生徒会誌の編集・発行
　　⑸　図書委員会
　　　図書室の管理、	運営への参加
　　⑹　文化委員会
　　　文化行事の企画・運営、	関係部の連絡指導
　　⑺　体育委員会
　　　体育行事の企画・運営、	関係部の連絡指導
　　⑻　応援委員会
　　　応援活動
　　⑼　立佞武多製作委員会
　　　立佞武多の製作、	運行に関わる活動
第49	条　すべての委員会は、会長の下にあって活動す
る。委員長は委員の互選による。ただし、理事会
の承認を受けなければならない。

　　（第２節　部・同好会）
第50	条　部・同好会は、会員によって構成され、各人
の健全な個性の伸長をはかることを目的とする。

第51	条　部には部長、副部長、会計を置き、部員の互
選によって選出する。

第52	条　部長は部活動に責任を持ち、部員名簿を総務
局に提出しなければならない。

第53	条　各部は、年度末までに次年度の予算請求書を
役員会に提出する。また、決算は年度内に行うも
のとする。

第54	条　会員の部の所属は、かけもちを認める。ただ
し体育関係の部・同好会の所属は一つとする。

第55	条　会員は、いずれかの部に所属して部活動を行
うことが望ましい。	

第56	条　原則として体育関係部は高総体終了後、新人
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戦終了後、文化関係部は高総文終了後と2月末、
ともに活動状況が良好であると判断されなければ
ならない。また、部の新設および廃止等に関して
は、役員会で審議し、理事会の承認を必要とする。

　　⑴	　週に三回以上（一日1時間以上）、過半数の
部員の参加をもって良好な活動状況と判断し、
生徒会役員は活動状況・人数等について監査す
る。

　　⑵	　活動状況が良好と判断されない場合、活動観
察期間を設ける。

　　　①	　活動観察期間中は、活動予定表、活動日誌
を生徒会に提出する。

　　　②　体育関係部：高総体～新人戦～高総体
　　　　　文化関係部：高総文～2月末～高総文
　　⑶	　活動観察期間を経ても活動の改善が見られな

い場合は、理事会の承認で同好会へ格下げ、ま
たは廃部とする。

第57	条　同好会には責任者をおき、会員の互選によっ
て選出する。

第58条　同好会は、	予算請求することができない。
第59	条　同好会の新設は、文書（目的、集合場所、顧
問、人員計画など）をもって理事会に提出し、承
認を必要とする。また、三年間の同好会活動を経
て部昇格を申請でき、理事会で承認される。（部
から同好会になり、再び昇格する場合も同様）同
好会の廃止は、同好会としての運営ができなく
なった場合とする。

　　（第３節　応 援 団）
第60	条　本団は全会員によって構成され、応援活動を
行う。

第61条　本団に次の役員をおく。
　　⑴　団　長
　　⑵　副団長
　　⑶　幹　部
第62	条　幹部会は正副団長、幹部をもって構成され、
応援団は幹部会の指示のもとに行動しなければな
らない。

第63条　役員は次のとおり選出する。	
　　⑴　団　長　（1名）会員の選挙による。
　　⑵　副団長　（2名）団長が幹部の中から指名する。
　　⑶　幹　部　団員の希望者により構成される。

第５章　選　　挙

第64	条　会長、副会長、応援団長の選出は会員の選挙
による。	

第65	条　立候補は３名以上の会員の推薦により、本人
の承諾を得て届出なければならない。

第66	条　選挙に関する権限は、選挙管理委員会に属す
る。全会員が有権者となる選挙については、選挙
管理委員会が責任をもって行う。

第67	条　選挙管理委員は各ＨＲから1名選出し、委員
の互選により委員長を選出する。

第68条　第64条による選挙は、９月に行う。
第69条　選挙は○×式投票で行う。
第70条　役員の辞任は次の場合行われる。
　　⑴	　役員が辞意を表明した場合には、理事会の出

席者の３分の2以上の賛成を要する。ただし、
会長、副会長、応援団長の辞任は総会の承認を
必要とする。

　　⑵	　役員に対する罷免の要求は全会員の３分の1
以上の賛成署名によって成立する。成立後の手
続きは、別に定める選挙施行規則による。

第71	条　辞任、罷免、その他の事由により役員が欠け
た場合の対応に関しては、別に定める選挙施行規
則による。

第６章　会　　費

第72	条　会費15,600円および入会金1,500円を一般会費
とし、その他を特別会費とする。会費の改正につ
いては、理事会において承認する。徴収は学校事
務が代行する。

第73	条　決算・監査は総務局員と生徒指導部担当教師
が行い、学校内教職員の監査を受けた後、生徒総
会に提示しなければならない。

第74	条　本会の会計年度は、４月1日から翌年３月31
日までとする。

第７章　改　　正

第75	条　本会則の改正は全理事の３分の2以上の賛成
を得て理事会が発議し、生徒総会出席者の過半数
の賛成を必要とする。

第76	条　役員会・理事会は、改正原案を作成し、総会
に提案しなければならない。

第８章　補　　則

第77条　選挙施行規則は、別に定める。
附　則　この会則は昭和61年12月1日から施行する。
附　則　この会則は平成16年４月23日から施行する。	
附　則　この会則は平成19年2月20日から施行する。	
附　則　この会則は平成25年４月30日から施行する。	
附　則　この会則は平成26年2月14日から施行する。	
附　則　この会則は平成29年2月28日から施行する。	
附　則　この会則は令和４年４月15日から施行する。
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第1	条　この規則は、県立五所川原高等学校生徒会会
則に基づき、その目的を達成するために必要な諸
機関を構成する役員の選挙について適用する。

第2条　選挙の期日は９月30日までとする。
第３	条　選挙の公示は選挙の少なくとも10日前に行わ

なければならない。
第４	条　役員選挙の投票は、校内所定の投票所におい

て一斉に行う。
第５	条　開票は選挙管理委員会が行い、各候補者ごと

1名の立会人を認める。
第６条　次の投票は無効とする。
　1．規定の用紙を用いないもの
　2．1票中に2名以上の候補者氏名を記したもの
　３．○×以外のことを記したもの
　４．○×が確認できないもの
第７	条　選挙管理委員会は、投票及び開票に関する記

録をとり、その結果を公表し、且つ保管する。
第８	条　役員に立候補する者は推薦者の中に1名の責

任推薦者をおかなければならない。
第９	条　推薦を受けた役員立候補者は選挙期日の公示

があった日から選挙当日の1週間前までに、所定
の文書により立候補の旨を選挙管理委員会に届出
なければならない。

第10	条　選挙において有効投票の最多数を得た者を当
選人とする。信任投票においては、全投票数の過
半数を得た者を当選人とする。但し会員総数の４
分の1以上の得票数のあることを必要とする。

第11	条　選挙運動は、立候補の届出をすませた日から
選挙の前日までとする。

第12	条　演説会は選挙管理委員会が場所と期日を定め
て少なくとも1回の立会演説会を行う。

第13	条　選挙管理委員会は役員の選挙に関し選挙公報
を1回発行しなければならない。

第14	条　辞任、リコール、その他の事由により役員が
欠けた場合は、2週間以内に選挙管理委員会によ
り、この規定に準じて補欠選挙または再選挙を行
う。但し残余の任期が1ケ月に満たないときは、
その役員を欠員のまま置くことができる。

第15	条　選挙管理委員会に役員リコールの請求があっ
た場合は、委員会は直ちにこれを公表すると共に、
その請求が会則の定める手続きに適することを確

かめた後、全会員の投票に付する。投票の結果、
解職を認める票数が有効票数の過半数に達した時、
その役員は解職されるものとする。

第16	条　選挙に関する異議の申立ては、選挙管理委員
会に対して候補者の推薦者が行うことができる。
申立てに関する決定は選挙管理委員会が行う。

第17	条　この規定に反した選挙運動を行った場合は選
挙管理委員会がこの処置を示す。

　選 挙 施 行 規 則　
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1．目的
　この規程は、ＩＣＴ教育を推進するために整備され
た情報端末を、安全に使用する上で、守るべき必要な
事項等を定めるものである。

2．利用期間
　情報端末を利用できる期間は本校に在学している期
間とする。なお、卒業、休学、転学又は退学時には、
端末及びその付属品一式を学校に必ず返却すること。

３．利用上の注意点
　⑴	　情報端末には適切なパスワード等を設定し利用

すること。
　⑵	　情報端末を利用できるのは学習活動を行う場合

のみとする。（学習に関係ないサイトの閲覧や利
用、ＳＮＳへの書き込み、写真や動画の掲載、配
信、オークションの利用等はしないこと）

　⑶	　情報端末を接続できるネットワークは、ao-giga、
自宅、学校が許可したネットワークのみとする。

　⑷	　情報端末は、故障や破損、紛失、盗難のおそれ
が予想されるような利用はせず、各自が適切に管
理すること。

　⑸	　保管場所や充電に関しては学校の指示に従うこ
と。

　⑹	　自宅のネットワークに接続する際は、パスワー
ドを設定するなどセキュリティに気を付けること。

　⑺	　情報端末のセキュリティ機能の仕様を変更しな
いこと。

　⑻	　許可なく周辺機器やＵＳＢメモリ等の外部装置
に接続したり、利用したりしないこと。

　⑼	　学校が指示する以外のファイルのダウンロード
や、アプリケーションのインストールはしないこ
と。

　⑽	　情報端末を他人に使用させたり、転貸したりし
ないこと。また、故意に破損したり、売却や廃棄
したりしないこと。

４．情報モラル上の注意点
　⑴	　勝手に他人の写真や動画を撮影するなど肖像権

や著作権を侵害しないこと。
　⑵	　個人情報の掲載や他人のＩＤやパスワード利用、

誹謗中傷など他人の権利を侵害しないこと。
　⑶	　自分のＩＤやパスワード等は他人に教えたり、

メモをして貼り付けたり、他人に知られるような
ことはしないこと。

５．その他
　⑴	　情報端末を破損、紛失又は故障等の不具合が生

じたときや盗難被害に遭ったときは速やかに学校
に報告すること。

　⑵	　故意又は重大な過失により情報端末が使用でき
なくなったときは弁償、修理費等の責任を負うも
のとする。

 青森県GIGAスクールネットワーク（ao-giga）青森県立学校情報端末利用規程 
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１．奨学生となる資格
　	　高等学校に在学する人で、学業・人物ともに特に
優れ、健康上修学に支障がなく、経済的理由により
修学に困難があると認められる人に限る。

２．奨学生の義務
　	　奨学生はかならず、貸与を受けた奨学金を返還し
なければならない。

３．申込手続
　	　申込希望者は、４月の年1回、在学学校長の推薦
を受けた所定の書類（奨学金申込書及び所得証明書
等）を提出して申込む。ただし、家計の急変による
緊急採用は、随時募集を行っている。

４．奨学金の貸与月額と貸与期間
　	　貸与月額は 18,000 円、23,000 円、30,000 円、
35,000 円の中から奨学生が希望する金額。
　　標準修業年限の終期まで

　独立行政法人日本学生支援機構では、大学・短期大
学・専修学校専門課程に進学を希望する人を対象に奨
学金を給付・貸与している。
　①　給付型（2024年度）

　②　貸与型（2024年度）

１．趣　　旨
　	　学業優秀なもの、スポーツ・文化活動に特技を持
つもので、学資の支弁が著しく困難と認められる者
に給付し、且つ償還を要しない。

２．給付基準
　◦	校内、校外の生活を通じて他の生徒の模範である

者。
　◦	経済的な理由により、学資の支弁が困難と認めら

れる者。

３．給 付 額
　◦	在校生は一般給付とし、100,000円を限度とする。
　◦	大学進学者は進学給付とし、300,000円を限度と

する。
　提出書類
　◦一般財団法人後援会奨学生願書
　◦所得を証明する書類
　◦資産証明書

　「スポーツの振興と児童生徒等の健康の保持増進を
図り、もって国民の心身の健全な発達に寄与するこ
と」を目的として設置され、学校の管理下における児
童生徒等の災害（負傷、疾病、障害又は死亡）に対し
て、災害共済給付（医療費、障害見舞金又は死亡見舞
金等の支給）を行っている。

■　学校管理下の範囲
　1．授業中
　2．学校の教育計画に基づく課外指導中
　３．休憩時間中及び学校の定めた特定時間中
　４．通常の経路及び方法による通学中
　５．寄宿舎にあるとき　等

　公益財団法人青森県育英奨学会　 　一般財団法人五高後援会奨学金　

　独立行政法人日本学生支援機構　 　独立行政法人日本スポーツ振興センター（抜）　

進学先 国公立 私立
自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学

大学・短期大学
高等専門学校（4年生）
専修学校（専門課程）

7,300円～
29,200円

16,700円～
66,700円

9,600円～
38,300円

19,000円～
75,800

月額（卒業までの各月）

第一種奨学金
（無利息）

大学 短大・専修（専門）
国公立・自宅 45,000円
国公立・自宅外 51,000円
私立・自宅 54,000円
私立・自宅外 64,000円

国公立・自宅 45,000円
国公立・自宅外 51,000円
私立・自宅 53,000円
私立・自宅外 60,000円

上記額又は20,000円～50,000円から選択
第二種奨学金
（	利息付…利率固
定方式または利
率見直し方式）

20,000円～120,000円（10,000円刻み）から選択

※	毎年給付奨学生としての資格があるかを審査し、その結果によっ
ては次年度の交付を見送る場合や、交付済みの奨学金の返還を求
める場合があります。

※	３年時大学入学前の申し込み（予約採用）の他、進学後にも申し
込みできます。
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